




を成し、人々の語る虚実を共にした説話が集って物語が完成されていった。ほぼ同時期に書かれた軍記物語でも、 『保元物語』 『平治物語』『平家物語』は後白河院に共通性を持った物語として、 『承久記』は後鳥羽院が招い 承久の乱の物語として形成されている。 平家 については、一二四〇年『兵範記』紙背文書の中に「治承物語六巻〈平家と号す〉 」と記述されているよう 、 「平家」という文字の前に年号を記したものが書簡として存在し、一二五九年『僧深賢書状』の文書の中には「平家物語、合わせて八帖〈本六帖、後二帖〉 の記述 見られる。 『平 物語』は、前述年代を経て称された物語である。
鎌倉時代に書かれた『徒然草』には、 『平家 』について「後鳥
羽院の御時、信濃前司行長、稽古の誉ありけるが、楽府の御論議の番
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な体質の転換期であったし、応仁の乱ま は荘園公領制に基づい 土地制度であった。また、中世社会を特徴付けるも に、文書の機能と体系は見逃せない。
一二世紀後半は、まさに激動期であった。貴族政治は政治形態の変
化を求められ、新しい社会体制に対応する貴族政治力の弱化とともに貴族政治の内部矛盾が露呈し出した。武士が貴族化し武士政治体制が貴族政治体制を呑み込み始めたことをきっかけに、 と 二大勢力のぶつかり合いが表面化した。世に言う「源平合戦」である。一一八五年（元暦二）三月、 「海上には赤旗あかじるしなげすて、かなぐ










紀初頭に成立した王朝国家は、中国唐朝の律令法をもとに中央集権的な専制支配体制を築き上げたが、一一世紀後半には古代末期 東国から登場した武士団によって封建社会の性格が変えられ中世国家成立まで続くことになる。その政治の現われ 院政の成立となり、院政の政治展開が平氏政権へ移る体制をつくり出した。また、院政の成立は荘園社会の成立でもあった。公家と武家はそれぞれに 治権力 拡大とその維持に努め、互いの政治展開を行い公家と武 の二大政治勢力となって政治体制を整えて くことになる。両者を支える経済的基盤は荘園制と、依然として存在してい 国衙領 多くを所持していたことで、それぞれの 政権の展開と っていった。この二つの政治権力はそれぞれが独立した政 体制ではなく、互 が共存しあう体制のもとで政治の展開 成されて行った。荘園領 獲得も、政治 動かす地位にあるものが荘園の本家となり得る時代 あった。仏寺領の本 もまたほとんどが院または摂関 であ 、摂関家は院と並列、対抗する位置にあった。
中世社会の人びとは多くの支配権力や共同体を生み出した。公家政
権の存在もその一つであった。しかし、中世の 的状況化の中では公家政権の統制力は減退に向かっていた。律令制によ て規定されていた 組織は、日本の古代社会から受け継いだ封建社会の分散的な体制との共存であっ 。また、院政社会の特色に武門棟梁在がある。その役割は、国棟梁を地方水準から政治的に 質 高い形で中央政治の水準まで引き上げ連結させることにあっ 。まさ 社会性の公認である。武門が一つ 権門としての地位を獲得 ことにな
る。そこに荘園制への展開と荘園の増加や公地の減少が現実化され、荘園公領制の確立とそれらを所有する在地領主の存在が位置づけられていった。その多くは、一二世紀初頭に組織として 武士団を形成した。当初の目的は自衛のための武装による武士化だった。その後、結合による組織力を重視した武力組織団は各地の農村で直接的な支配を行うようになっていった。中央 政治形態が変わりつつある中、院政開始における上皇と天皇の存在は、朝廷内部に対立を招き政治権力制約を課するものと た。
法皇による院政の開始は、源氏勢力の強大化の鎮圧に新しい傭兵を
必要としていた。 で 一〇世紀 中期には、紀貫之が土佐から帰任する途中の海賊への恐怖や、藤原純友が海賊を率いて
乱（註三）
を起こしてい
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子等が関東東南部に広がったが、貞盛の末のみ部門平家の嫡流となって、忠盛・清盛を生み、良文と良茂の系統は関東圏に勢威を振るうに至った。
平正盛は、白河法皇に伊賀の所領を寄進〔一〇九七年（承徳元） 〕し
「北面の武士」という地位を得るが、平家が武家として確立したのは平忠盛が鳥羽院時代に軍事的支柱を築いた時だ 。それまでの忠盛の心情は「思ひきや雲井の月をよそに見て 　心の闇にまどふべしと 」（ 『金葉和歌集』 ）と詠まれている。鳥羽院による内昇殿の認は忠盛にとって最も悦ぶべきことであったが、 「此の人の昇殿、なほ未曾有のことなり」 （ 『中右記』 ）と貴族たちに受け入れられるものではなかった。『平家物語』では、 「殿上闇討」にその処世が記されている。白河院政期においての「平清盛の国家中枢への進出と平氏による権力掌握、大番役の制度的確
立（註四）
」は新たな構築が課せられたものであった。平安時
代は、平安京に遷都以来三六〇余年間武力による争いもなく、貴族の支配体制を直接脅かすような情勢 なかった。長く続い 平穏な時代は後白河の皇位の継承を契機に覆され、保元の乱（一一五六年） 、次いで平治の乱（一一五九年） 招く事態となった。
㈠ 　保元の乱都での乱逆、実質四時間の合戦、院政期の特色はこの保元の乱をめ
ぐる対立に政治権力の誇示と保身のすべてが現れている。この争い保元の乱であり、この保元 を題材にし、主上 上皇のあらそいを記した物語が『保元物語』である。史実の史料としては、 『兵範記』
『愚管抄』 『百錬抄』 『帝王編年記』があげられる。なかでも『兵範記』は、平信範の日記であり、実際に保元の乱に関わった人物の記述日記である。次の『愚管抄』もまた、源雅頼の日記を参考に記述したもので、源雅頼自身が保元の乱に関わった人物であった。しかし、 『愚管抄』の記述では「少々アルトカヤウケタマハレドモ、イマダ見侍ラズ」と、保元 乱について語る みである。他に『普通唱導集』 〔一二九七年（永仁五） 〕には、 平治・保元・平家の物語」が琵琶法師によ て語られた の記述がみられる。
慈円はこの保元の乱をもって、 「さて大治ののち久寿までは、また鳥

















合戦は、天皇政治や貴族政治 衰退へ 向かう発端 事件となっ 。
保元の乱につながる崇徳天皇の譲位と子の即位に関しては、 『保元
物語』に「新院・重仁親王の御呪詛深きゆへに 近衛院かくれさせ給ひぬとささやき申かたありければ、美福門院 その御恨ふかくして、法皇には かくとり さひ給ひて、四宮を御位につけまいらせ給ぞ心うき」と記述があり、 『愚管抄』には、 「さる程 主上近衛院十七に久寿二年七月 失せ給ひける とへにこの左府が呪詛なり 人いひけり。院も思し召したりけり。証拠どももありける や、かく失せさせ給ひぬれば、今は我が身一人内覧になりなんと そは思は けんに、例にまかせて大臣内覧辞表をあげたりけるを、返しも賜はらで後、次の正月左大臣ばかりは元の如し てあり り」の記述がみられ 。後白河天皇即位後、美福門院と藤原忠通は、鳥羽院政下に確固たる地位を築いた。
この「保元の乱」後の処罰は、事実上三五〇年間行われていなかっ













元物語』 ）という考えは公家間の見解であり、藤原信西によれば「敵方の大将を許せば、天下の大事をひき起こす」がその理由であった。公家社会では「死罪の条、わが朝行 ざるの法なり」 「 （ 『玉葉』 ）と言うのが、保元の乱後も原則だった。当時 国家権力による死刑よりも、武家社会の私刑がまかり通った時代だった。平時忠（平清盛の妻の弟）は、検非違使別当〔一一八〇年（治承四） 〕時期の犯罪処理方法として、一五人の囚人を斬首、二 人の手を切ると言う、残酷な刑罰を行っている。藤原信西が保 の乱の三年後の平 の乱 、政敵に首を刎ねられ獄門に晒されたのも、死刑の復活を説い からだとも言われている。
㈡ 　平治の乱保元の乱の三年後、院近親らの対立により起きた政権移動。保元の
乱で勝利した後白河天皇は、二条天皇に皇位を譲り上皇として院政を始めた。実権を握った二条親政派の経宗・惟方は後白河 へ 圧迫を強める。後白河院は、藤原顕長に御幸していた。桟敷で八条 路見物していたところ二月二〇日内裏の使いが「世オバ院ニシラセマヰ
─ 6 ─
村 　上 　詠 　子
ラセジ、内ノ御沙汰ニテアルベシ」と桟敷を封鎖する行為におよんだ。後白河上皇は院政の尊属に危機感を抱き、 「我ガ世ニアリナシハ、コノ惟方・経宗ニアリ。是ワ思ウ程イマシメテマイラセヨ」 （ 『愚管抄』 ）と涙ながら清盛に訴え、清盛 武力を手に入れた。上皇は清盛に経宗・惟方を捕らえることを命じ、二人を上皇の前で拷問にかけた。貴族への拷問は免除され のが慣例だが、上皇が二人 抱く憎しみの深さが理解できる。両者は配流となった。
後白河院政下で藤原信西や平清盛の権勢に対して反勢力を向けた藤
原信頼・源義朝らは、一一五九年一二月九日、平清盛が京を離 熊野詣に出掛けた夜半に謀叛 起こす。上皇御所の三条殿 夜討し火を放ち、上皇と天皇を幽閉して身柄を拘束し、藤原信西を殺害すると言った暴挙に出た。藤原信西と藤原信頼の政争、 れが平治の乱の始まりとなる。その知らせに急いで帰京した清盛 、信頼、義朝側 鎮圧る。武家社会到来と貴族社会の終焉が見える戦いとなった。 『愚管抄』が記述する「世ノウツリカワリ。オトロエタルコトハリ」 い この平治の乱は、人々の「今日こそまことに世のうせはてんよ の不安と恐怖と悲哀のうちに平清盛側の勝利に終わり、清盛は太宰大弐 まま参議に任じて正三位に叙され さ に右衛門督、検非違使別当を兼ねるに至った。後の平家栄華の基を築く昇進であった。
㈢ 　中世社会の院政上皇が天皇に代わって執政する政治形態である。上皇・法皇を太上
天皇とも言い、皇位を後継者に譲った天皇 送ら る尊号 しても用








り、白河上皇崩御（一一二五年七月二四日）後は鳥羽上皇が院政を開始している。院政は広く後三条親政期〔一〇六八年（治暦四） 〕から承久の乱〔一二二一年（承久三） 〕の間を院政時代と見ており、平家滅亡〔一一八五年（文治一） 〕期もまた院政時代であった。白河上皇没後の鳥羽院政は摂関家を基に院領荘園の拡大を目指した。これが鳥羽院政の特徴である。鳥羽上皇が崩御〔一一五六年（保元元・久寿三 七月〕すると、崇徳天皇と藤原頼長のつながりは確固たるものとなり保元の乱とな 。このとき後白河上皇方に いた平清盛・源義朝両氏の武力が認識され ことになった。後白河院政時の 治権力は であり、近臣たちの補佐のも 院政は展開されていた。 「近臣」とは 第一は摂関、第二は軍事力、第三は近習である。平氏との関係は第二にあげた軍事力に当て まる。
この院政期は、延暦寺（三井寺） ・興福寺をはじめとして諸寺院が嗷










関東御領・伊勢大神宮領は単有領として存在している。一二世紀の中央貴族は、荘園所有者と称されるものたちが新体制を築く時期にあった。鳥羽・後白河院政期の皇室 荘園群が増大し、一〇七八年から一一六二年は藤原忠実自身が富家殿とよばれる。一二─一三世紀にかけて、社会的・政治的特質を現した公家政権の荘園体制が展開するが、一三世紀後半になると荘園体制に翳りを見せ体制そのものが統 できなくなった。また、法制度にも異常をきたし問題が表面化することになる。荘園制期には、皇室・摂関家・大社寺間では絶えず抗争が続いた。武士団と形成する武族であっても を司る武士は、 武蔵国畠山次郎重忠、且は平氏の重恩に報ゐんが為、且は由比浦 会稽を
雪すす
がんが為、三浦之輩を襲はんと欲す、仍て当国党々相具し、来り
会すべきの由、河越太郎重頼に触れ遣す、是れ、重頼は秩父家に於て次男の流たりといへども、家督を相継ぎ 彼の党等を従ふる 依つて此儀に及ぶと云々、江戸太郎重長之に与同す」 〔 『吾妻鏡』一一八〇年（治承四）八月二六日〕の畠山重忠にしても、 「東国の輩、頗る退屈の
意あり、多く本国を恋ふ、和田小太郎義盛の如きも、猶ほひそかに鎌倉に帰参せんとす、何ぞ況や其の外の族に於てをや」 〔 『吾妻鏡』一一八五年（文治元）一月一二日〕の東国武士の和田小太郎義盛にしても、同武族界においての意識の強さを持っていた。
中世社会では、権門荘園群の形成と確立に組織としての武力集団の
必要性があった。神人・悪僧らによる相互間 集団闘争は院政成立期以来持続していた。 「近代、末寺荘園と称し、悪僧ら諸国を滅亡す」〔 『中右記』一一〇四年（長治元）一〇月二六日〕 、 「およそ一両年、諸寺大衆・諸社神人、か わら以ておこり、みな濫逆 成す」 〔 『中右記』一一〇四年（長治元）一〇月七日〕の記述からも知ることができる。荘園権門間の合戦が激化したことにより、 「武勇人 すぐれ 心に合戦を好み、諸国末寺荘園みな以 兼ね任じ、数十人 武士を引率し、京都諸国を朝夕に往反し、あるいは人物を奪い取り あるいは人首切らんと欲す」 〔 『中右記』一一〇四年（長治元）一〇月七日〕 延暦寺の都維法薬禅師の名を上げ、その活躍ぶりを生き生きと表記してる。また、 「興福寺衆徒 金峰山と わんと欲す」 〔 『台記』一一四五年（天養二）六月二八日条〕 「東大寺僧ら軍平を儲け、薬師寺を襲わんと欲す」 〔 『本朝世紀』一一四九年（久安五）二月五日条〕記述は、鳥羽院政の末期の特徴でもあった。 三九年（保延五） 、延暦寺に発せられた「兵具禁制」 〔 『台記』一一三九年（保延五）四月一三日・一八日〕の宣旨は、状況へ 対応でもあったことが伺える。また、日本中世の特質である文書訴訟として「天平の勅施入、ならびに官使検注、元永の官底勘状・公卿僉議、代々の国司裁判等に任せ、元のごと
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く寺領となすべき由、去ぬる久安三年、官旨を下されおわぬん」 〔 「東南院文書」一一六二年（応保二）五月一日宣旨〕などの官宣旨が頻繁に見られる。
荘園各地に領主が土地管理のために現地に置いた荘官の称である地
頭の始まりは、平安時代のことである。この地頭を最初に置いたのは平氏であった。平氏設置の地頭は、私的であり個別的なものであった。院政期に成立し 荘園制に変化が生じたのは 鎌倉幕府の成立と地頭の補任によるものであり、御家人を として諸国の荘園・国衙領においたことが、武士勢力の 侵略の原因となる。
平氏の経済基盤もまた知行国と荘園であった。平氏 所領は一一七
九年（治承三）正月までは、知行国八カ国にすぎず、一一月の乱以後一六カ国、これに国守である国一三カ を加えると二九カ国ほどだった。平家の栄華とともに土地所有の範囲が広がり、 『平家物語』 「日本秋津嶋はわずかに六十六ヶ国、 家知行の国三十余ヶ国、すでに半国に越え り。そ ほか荘園田畠いくらといふ数を知 ず」と 平氏の権勢を語っている。
土地をめぐる主従関係が現れたのは六波羅時代であった。尼妙法の








㈤ 　寺社騒乱・嗷訴と後三条・白河親政 　　後三条親政期〔一〇六八年─一〇七三年（治暦四─延久四） 〕にも見
られる寺社の僧や僧兵 神人が、仏罰・神罰や武力によって勢力をかざした興福 抑圧に、摂関家が対抗するといった時代状況が、 「サテ又当時氏ノ長者ニテハ大二条殿ヲハシメケルニ、延久ノコロ氏寺領 国司ト相論事アリケル。大事ニヲヨビテ御前ニテ定ノアリケルニ 国司申カタニ裁許アラントシケレバ、長者ノ身面目ヲウシナフ上ニ神慮又ハカリガ シ、タダ聖断ヲアヲグベシ、フシ 神ノ告ヲマツトテ スナハチ座をタヽレケリ。藤氏ノ公卿舌ヲマキ口ヲトジテケリ。其後ヤマシ 寺ニ如
レ本裁許アリケレバ、衆徒サラニ又長講ハジメテ国家ノ
















































一也」 （ 『中右記』 ）の記


























一」 〔 『中右記』 （天永四）四月
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刑事裁判権）の担当によってその地位を確立する武族となった。この海賊追討宣旨には、 「聞くならく、近日、東山の駅路緑林の景競いて起こり、西海の洲渚白波の声静かならず、或いは運漕の租税を奪い取り、或いは往来の人民を殺害す、これを朝章に論ずるに皇化無きが如し、よろしく権大納言平卿に仰せ・東山・東海・山陽・南海道等の賊徒を追討せしむべし」と記されている。
一二世紀は武士団の成立とともに棟梁が登場する。一二世紀の初頭




語』覚一本では、平家の軍勢は「六、七千騎もあるらん」 、 明けくれば六月一日なり」 。多田蔵人源行綱の密告 った。 『愚管抄』 （巻五）の記述では、行綱は福原の別荘に参じ、証拠 品として源氏旗用 白布三十反を差し出しす。清盛はその布をその場で焼き捨て上洛 一味を一網打尽にした。 『玉葉』 （二十九日条）は、上洛、五月二十七日夜、翌日、比叡山攻撃 承服、 「内心、悦ばず」とあり、 月一日、決行。
この一一七七年（安元三）には大火、一一八〇年（治承四）には辻風と続き以仁王挙兵、ついに内乱に突入する。 「古京はすでに荒れて、新都はいまだ成らず。ありとしある人 みな浮き雲の思ひをなせり」（ 『方丈記』 ） 、平氏の福原（神戸市）遷都もこの年であった。一一八一年（治承五）の飢饉は、 「近日、死骸、殆ど道路に満つと云ふべきか」〔 『吉記』四月五日条〕 養和 飢饉、疫病が続き、左京だけ もその数四万二千三百もあった。平家滅亡の年に襲った大地震、 「嬰児を道路に棄て、死骸、
街がい
衢く
に満ち」 （ 『玉葉』 ） 、 「多くを以って餓死」し「飢饉、
前代を超」 〔 『百錬抄』一一八二年（養和二）一月一七日〕える悲惨な現状を、二十代の鴨長明は過酷な天変地異を相次いで経験 ている。それを人々は平家の怨霊の仕業と伝えた。
一一七九年（治承三）は平氏にとって政治の新体制の模索時期であ






てられ、夜も昼も安き事なし」 （ 『源平盛衰記』 ） 、ここに平氏の限界があった。一一八〇年（治承四） 、九条兼実は「悲哀、父母を失ふよりもはなはだし 天を仰いで泣き、地に伏して哭く」 （ 『玉葉』 ） 、東大寺・興福寺が平氏によって焼失。人々の悲観がこの『玉葉』に記された。
王朝貴族と寺社勢力の反攻は東国在地武士の蜂起、そして一一八〇























、仮ニモ名コソ惜シク候ヘ。 」 （ 『源平盛衰記』巻一三「熊野新宮軍































「先帝船上臨幸事」 ） 。名は武士の社会意識であり、身分意識であった。武士の倫理観は武士によって内面的に高められていった。その高揚が武士の覚悟として、どのような死をも迎え入れる精神となった。 「実盛は今度のいくさに討死せうと思ひきって候ぞ」にその死生観が表されている。 は名実 もに生きる存在であっ し、死を覚悟した存在でもあった
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『平家物語』は、生のあり方、死の迎え方、死後の往生・非往生が人物ごとに書き分けられている。 「諸行無常 　是生滅法 　生滅滅巳 　寂滅為楽」の言葉通り、生と死と来世を人物ごとに描き「盛者必衰」を語ることによって浄土思想の理念を取り入れて『平家物語』が構成されたと言える。中世社会の人々は、 「神仏の加護を願い、神罰・仏罰を恐れて、神
仏」とともに生きていた。人々の死は常に身近にあり、死に対しては常に往生を願っていた。 『発心集』巻三の例のように、 「中世の往生とは、死は、死に行く者の側ではなく、むしろ遺された 者の手にある」ものであり、死に臨んで心乱れず往生を信じて疑わないといった臨終正念を願う心の強さの往生を願っていたのである。そ 往生を我がものにするために、出家と言う のの存在があった。 『平家物語』の出家は、病気（清盛・重盛とも 出家） 、引退（後白河） 、謹慎（藤原成親・茂衡・関白基房・西光） 、刑罰（小督 抗議 平教盛・高倉天皇）などであった。その他に、資格や地位 放棄のための出家もあった（ 『平家物語』巻四「若宮出家、通乗之沙汰」 、巻一二「六代被斬」 ） 。 『平家物語』の「仏教的無常観」は 清盛の 重盛の死に表さ ている。一． 『平家物語』における平清盛『平家物語』は清盛の生涯の晩年の記述であり、それまでの清盛については記述がない。清盛について 『平家物語』巻二「西光被斬」の段で「御辺は故刑部卿忠盛 子 はせしかども 十四五までは出仕もし給はず。故中御門藤中納言家成卿の辺に立入り給ひしをば 京童
部は高平太とこそ言ひしか。保延の比、大将軍承り、海賊の張本卅余人搦め進ぜられし賞に、四品して四位 兵衛佐と申ししをだに、過分とこそ時の人々は申 あわれしか」 、西光が捕われた際に清盛に浴びせかけた言葉で清盛という人物が伺えるが、 『平家物語』は歴史的事実の上に構成され、その中心人物である平清盛を構想するものである。清盛が父忠盛の海賊征伐に加わり、どんな功績があったかという記述はない。この時の清盛の昇位は、父忠盛の功が譲られたも であり清盛を世に出す機会を伺っていた忠盛の機転 ったようだ。
清盛の記述は、左大臣藤原頼長の日記『台記』 〔一一四七年（久安三）
六月〕にある。清盛三十歳。社寺事件 時である。清盛の行為は神が鎮座する神輿に矢を向けると言う古い宗教的な権威に対する否定と挑戦だった。この時の鳥羽上皇 清盛へ 処罰は軽い金刑で終わっている。清盛は、中世社会の中ではかなり進歩的な考えを持つ だった。清盛は一二歳で従五位下、一四歳で従五位上、一一五三年（仁平三）に忠盛の死を受けて一門の総帥となった 年 二年後、近衛天皇一七歳で逝去〔 一五五年（久寿二） 〕すると、皇位継承問題が起こる。保元の乱〔一一五六年（保元元） 〕であ この『保元の乱』は清盛にとって初めての合戦である。武士を鎧ごと射通す矢を見て「物も申さで舌を振りて怖ぢ」 （ 『保元物語』 と恐れ、為朝から逃れるといった行動に る。これも清 面 しかし、この乱で清盛はその功績から昇進 迎える。 、この保元の乱 後処理として、為義以下上皇方の武士以外斬首。平忠正も を頼ってきたが「此忠正と申すは伯父なりければ、申預て助けたりけるを、我伯父を斬らず
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使別当に任命。古代末期において、国家の軍制が解体し、検非違使の警察力のみがその権力を発揮して た。清盛は平治の乱からわずか八年で従一位太政大臣という最高の官位に就く。そこに 清盛 武力と政治的手腕、経済力があった。そ 後も、後白河上皇派と二条天皇派の対立は続くが 「あなた（彼方）こなた（此方）しける」 （ 『愚管抄』 ） 、清盛の行動は慎重で諸方に最新の気を配ったこ が功をなしている。一一六七年（仁安二） 、清盛は太政大臣 就くがやがて辞退し、一一六八年には重病のため出家。平氏の傭兵から権門へ 変貌は貴族の反感を募らせた。清盛と後白河上皇と 強調が崩れ対立の時期を迎える。そして、一一六九 （嘉応元 尾張守藤原成親 目代延暦寺領平野荘の神人と衝突したの ある。これもまた、微妙な対立となって行くのである。
清盛は優れた政治的洞察力と判断力を持っており、その政治的才覚
は積極的な婚姻政策にも及んだ 一 六 年（応保元） 、時子 妹滋子




盛に対し「ついでなければ御いましめも」なく経過する時間 中で殿下乗合事件が起る。 『平家物語』には「これこそ、平家 悪行 はじめなれ」と記述されている。清盛の実像はあ り知られていない葉』 『百錬抄』 『愚管抄』などの記録では、この「殿下乗合」の張本人は重盛であって、慈円は「心の美しい重盛が、子ども 復習 し のはふしぎだ」と記述している。 『平家物語』の作者 、一連の事件の張本人 清盛であって「平家の悪行のはじめ れ」と記述し、清 後始末を重盛が行ったとして「されば、この大将を、君も臣も御感あり
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ける」 （ 『平家物語』巻一「殿下乗合」 ）と誉めている。それは作者の誇張と虚構との構成であった。
法皇や貴族たちの平氏に対しての反感が反目の形を取り始めていた
原因には、清盛の摂関家領の横領、娘徳子の入内、武門出身権力などがあり、 「殿下乗合 事件には重盛を激高させ、復讐するまでに至った背景 ったといえる。 『平 物語』はこの事件を初めとして、重盛と清盛を対比し、 「教訓状」に見られる院の権威派とそれに背く者との虚構と戯画化へと作者の意図が表現されていった。
平氏の全盛期への歩みは、外戚の地位を得〔一一七一年（承安元） 〕 、
摂関家との婚姻関係をも得 忠通の一五八ヶ所の遺領を継承し、基実の嫡子基通に盛子の妹を嫁がせ 権勢 座へ 基盤を作り上げたことによるものであった。この時の清盛の経済的基盤は莫大であった。また、清盛の見識は高く、対宋貿易の拠点を各地に設けている。清盛安芸守在任中に厳島神社の社殿の造営、内海航路の整備など 事業にも財政的な権力と勢力を費やしている。 宋貿易で 宋朝の百科 典『太平御覧』三百巻を購入し写本を作り、輸入本は高倉天皇に献上している。
清盛が後白河法皇を宋人と面会させたのは一一七〇年（嘉応二年） 、











自然になおるころ、その脈をとった医者は名医だといわれるが、澄憲も同じことだ。春から日照りがつづき、さみだれの降るころに説法して、雨が降ったから高僧だというのは、ばかげたことだ」 （ 『源平盛衰記』 ） 。また、 『平家物語』 （長門本）の中に、兵庫
港（註九）
に永久的な築港を
開港するための人柱をやめて、石の表面に一切経 文字を書いて海中に沈めてい 。清盛の感覚的な新しさは、院政期の新貴族と同質のものがある。その新しい感覚を持つ清盛は、霊力 話に一笑したにもかかわらず、娘徳子 難産（一一七八年）に 祈祷者をよび安産を願い、受刑者の恩赦を行 、皇子誕生には泣き出す始末だった。また、『山槐記』には、 「 （東宮は）禅門（清盛）をまったく嫌ひ給はず、御指を湿し、明障子に穴を通さしめ給ふ。禅門教へてまた穴を通さしめ給ふ。禅門感涙を落とし、此の障子を倉底に納むべきの由命ぜらる」と記述がある。清盛の屋敷を訪れた満一歳の東宮と六一歳 爺の戯れに「猛き者」の面影はない。高倉天皇は一一八〇年（治承四）二月、三歳の安徳天皇に位を譲った。これによって政治は清盛の専制政治となる。
この年に行った福原遷都を「平家の悪行の極み」と『平家物語』に
語らせた清盛は、以前から続く「悪行」の積み重ねを含めた報いが平家一門を滅亡へ導く主となったのである。法皇 清盛の比は武力 優劣に過ぎなかっ 。
㈡ 　平清盛の死─入道死去平清盛は横暴で激情的で恐るべき暴力の持ち主として、古代末期の





天も響き大地も揺らぐほど也。 」 （ 『平家物語』巻六「入 ） 。その死に際 また壮絶なものであり、清盛の死に相応しい誇張された表現だと言える。 「雪を器に盛り、頭上に置かしめ、水 船 洪ぎ、身体を寒すといへども、煙毛穴より騰り、雪水湯 ごとし」 （ 『養和元年記』 ）と医師の病状報告が記述されている。一一八二年（養和元）閏二月
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之現報」 〔 『百錬抄』 （治承五年）閏年二月四日〕 。
「同五年閏二月五日、温病大事ニテ程ナク薨逝シス」 〔 『愚管抄』 （治承五年）閏年二月五日〕と、記されている。
似仁王・源頼政による挙兵（一一八〇年）から壇ノ浦の戦い（一一
八五年）に至る「治承・承永の乱」 （源平合戦）は 古代的な考えに基づく貴族支配の政治的矛盾 露呈と新社会へ向かう経済の発達に伴う社会的な激化が交差し、武家貴族であった源家と平家の戦いとなり国全体を巻き込んだ内乱となっていった。
㈢ 　平清盛の死生清盛の死は既存 体制や宗教と大きく異なる。清盛の偉業と仏法の
否定、どちらをとっても『平家物語』は清盛に対し批判的である。清盛の死のありようは「入道死去」 （ 『平家物語』巻六）に虚構 も言える劇化の表現がなされている。清盛は生きながらの地獄と化している。 『往生要集』の阿鼻（無間）地獄そのものであった。当時の記録類である 名月記』や『養和元年記』の記述から、 『平家物語』が 述







的に善行を行うことで罪を消すという良心に生きようとした人物であった。重盛は平家の栄華が急速に露 化すこと 不安を常 抱いていた人物だった。その心が、重盛の信仰心を一層強め といえる。「はつかの小勢に打ち負けて引き負けて引き退くこと、身に当たりて面目を失へり。いま一駆けかけて その後こそ勅定の趣きにま せめ」 （ 『平治物語』 ）といって、再び待賢権門の中に突入したのは 敵をおびき出して退去せよとの勅命を受 たときのことである。 「鐙を強く踏んで馬上に立ち上がり」といった描写は他に見当たらな 。 『百錬抄』には「武勇時輩に軼るといへども、心操甚だ穏や なり」 、 『愚管抄』の「イミジク心ウルワシクシテ の記述によれば、重盛は貴族間
で好感を得ていた人物となる。
重盛の武勇は、 『平家物語』では記述がないが、その武勇たるものは
平家の嫡男としては立派なものであった。 『保元物語』では、保元の乱の際、 「合戦の庭に出 、敵の強ければとて退かんに於ては、軍の勝負あるべきやは。重盛においては、八郎が矢先に一つあたらんと思ひきりたり。ここにて尸をさらすべし」とあり、 『平治物語』におい「嚢祖平将軍の再生」とまで言わしめた武勇である。しかし『平家物語』におては、重盛は院 権威を絶対視する人物であり、 「君が臣も御感ありけるとぞ聞こえし」と、誉をになう人物として虚構され、清盛との対比人物であった。
重盛の虚構は「殿下乗合」 （ 『平家物語』巻一）から始まる。 『玉葉』
『百錬抄』 『愚管抄』などの記録によれば、事件の張本人である。しかし、 『平家物語』巻一によれば、事件を起こした侍等 勘当し 子資盛を伊勢の国に追いり、 「されば、この大将 君も臣も御感ありけ 」（ 「殿下乗合」 ）と、作者の意図的な誇張が記述された。 『玉葉』 〔一一七〇年（嘉応二） 〕では、事件の相手 る基房は摂政従一位、公卿では最高地位の人物、その人 が陳謝した も関わらず重盛の執念が復讐に至ることで、平家の実情が明らかになる。七月一五日、基房法成寺参詣の中止が言い渡された も 二条京極辺に重盛部下が群集し基房の行列 危害を加えるという事実 露呈されたこ によるもので、 『玉葉』 （一六日条）に「末代 濫吹、言 に及ばず 悲しき哉、乱世に生まれて此の如きこと 見聞す」 「ただ恨む五濁之世に生まるを。悲しい哉、悲しい哉」の記述によって 九条基房 重盛非難は
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京都貴族の感懐の共通意識であったといえる。重盛の執念深さや不評を恐れない不敵さと徹底した報復から、重盛は偏執的な執拗的性格をもった人物であったこ が分かる。この事件の復讐の裏には、高倉帝の即位による事態を傍観する立場であったことだ。平家一門の清盛の長子として、優遇されていく時子側の弟たちへ 心情は憎々しい思いの中で燻っていたといえる。清盛の病臥は重盛の身辺を変えるきっかけとなった。新帝の擁立の三ヶ月後、軽視されていく風潮 感じ続けその鬱積した思いがこ 行為と って現れた。 『平家物語』の中で、忠孝兼備 理想的な人格として描か た裏に潜む人間的な心情の表出でもあったといえる。
他の事件においても、重盛の人物像を見ることができる。一一七二
年（承安二） 、前述の事件後二年目のこ であ 伊賀国 重盛の 人と春日神社の神人の闘争により、神人殺害 事件が起こった。犯人の処罰を求めた南都興福寺の宗徒に対して犯人不問のまま終わらせるいったこ が起こった。こ 時 こ を九条兼実は「大衆 訴へ、道理の又道理なり」と記している。実際 重盛は、貴族や社寺と争うことのできる人物であった。 『平家物語』や『源平盛衰記』では、平家一門の中で唯一重盛だけが誠実温厚な人物として描写され る。 『百錬抄』にも「武勇、時輩に軼ぐといへども心操は甚だ穏やかなり」 （治承三年八月一日条）と記されているほど理想的な人物像がそこに見られる。
鹿ヶ谷事件においては、父清盛に「大事とは天下の事こそ へ、か
やような私事を大事といふやうやある」と答えている。この事件 、
国家の大事ではなく、平家一門に対しての陰謀であり私事という見識をもった人物であった。 「其の儀では候らわず、世のため、君のため、家のためのことを思ひて申候」 、 「御栄化残るところなければ、覚しめすこと有まじければ、子子孫々までも繁昌こそあ まほしう候へ。父祖の善悪は必ず子孫に及ぶと見 候。積善 家に余慶あり、積悪 門に余殃とどまるとこそ承はれ」 いう重盛の言葉は、清盛に成親の死罪を思い留まらせ ものとなった。重盛自身は、 「少舅ノムツビニヤ、コノ度モ御命バカリノ事ハ申候ハンズルゾ」に過ぎなかったと思われる。だが、重盛の行為は備前国に配流になった藤原成親に、蜜々 衣類の類を送ったとも記述がある。これもまた、重盛の一つの側面であった。
清盛の報復は後白河院幽閉であり、それを知った重盛が清盛に対し
て聖徳太子の制定した憲法から、彼我の善し悪しを論じ 「是非の理、誰かよく定むべき」 「環（腕飾り） ごとくして、端なし」の文言を取り上げ教訓している。 『平家物語』の作者は、 「悲哉、君 御ために奉公の忠をいたさんとすれば、迷盧八万の頂より猶たかき父の恩、忽ちにわすれんとす。痛哉、不孝 罪 の れんとおもへば、君の御ために既 不忠 逆臣となりぬ し。進退惟きはまれり。是非い にも弁じがたし」の名句を作った。後に、儒者頼山陽 著『日本外史』に「忠ならんと欲すれば即ち孝ならず、孝ならんと欲すれば即ち忠ならず、重盛の進退ここに窮まれり。生きてこの慼をみんよりは、死するにしかず」と、儒教倫理から理想的人物を示す言葉を作り上げている重盛の朝恩に対する考えは絶対服従であり、法皇非難自体が否定だっ
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た。『玉葉』記するところ、藤原信西曰く後白河法皇は「和漢の間、比類少きの暗主」であり、源頼朝によれば「日本国第一の大天狗」である。清盛もまた、法皇に信義を求めることも納得がいく。法皇はすでに、朝恩理論からは保護される資格は喪失した人物であった 鹿ケ谷事件後 法皇は「内府が心の内こそはづかしけれ。怨をば恩をもつて報ぜられたり」 、時人は「容儀帯佩人に勝れ、才智才覚さへ世に超えたるべしやは」 作者 上古にも末代にも有難 りし大臣也」 〔 『平家物語』巻二「烽火之沙汰 〕と、重盛の振る舞いを賛じている 重盛は、常に冷静で事件の沈静役を与えられた人物であり、聖人君子そのものの人物形成であった。重盛の出家は父の悪行に絶望し、 『愚管抄』においては「父入道ガ謀
叛心アルトミテ、トク死ナバヤナド云フト聞コヘシ」と死を以って極楽浄土を願った。しかし、史実においては、この時期に奉公幽閉の意思は清盛にはなく、幽閉に及んだのは重盛亡き後 病没し 後の出来事である。起こるはずのない場面の設定 『平家物語』 作者 よって虚偽の重盛像が創作され 江戸時代 『大日本史』や『日本外史』がつくり出した美談の定着であった。この他にも「文章う はしうして、心に忠を存 、才芸勝れて、詞に徳を兼ね給へり」 〔 『平家物語』巻三「医師問答」 〕からも、清盛の武断的性質と重盛の貴族的性質の対照を創り出している。 「イミジク ウ ワシクシテ 父入道ガ謀叛心アルトテ、トク死ナバナド聞エシニ、イカニシタリケルニカ教ニハアラデ、不可思議ノ事ヲ一ツシタリ」 （ 『愚管抄』 ） 、重盛 政治
情勢に対しその弱力のために自ら諦めざる得ない事情が汲み取れる。
実録として残る重盛は、武人でありながら武人らしい動きを示して
いない。重盛の生涯とは神仏への深い帰依であり、その行動、態度は重盛の信仰心から成り立っていたも と推察できる。とき 慈円や貴族社会の人々に「心ウルワシ」の人物と映っても不思議ではないことである。 は無力な知識人であ た。
しかし、後世を弔うために信仰心を深めていたことも事実であった
ことは、 『平家物語』の中で語られている。一一七五年か 一一七六年（安元年間） 、後世を弔うために、宋の育王の僧に千両、宗の皇帝に二千両の黄金を贈り、一一七七年（治承元） 「当来 浮沈を嘆」き、東山の麓に四十八間の精舎を建て、一間ごとに燈篭一つかけ、毎月一四・五日には、一間に六人ずつ、合計二八八人の若く美しい女房 ちを集めて念仏を唱えさせたと言う話がある。説話的な要素を充分持つものであるが、 『平家物語』は、 くまで平重盛に対して好意的な描写を構成したのである。清盛との対照 して重盛を賛美しえるには、伝統的な貴族 保守思想に生きる重盛でなくてはならず 制法 生きた重盛には社会秩序に従ってもらわなければ らなかった。
㈡ 　平重盛の死重盛は、一一七九年（治承三）七月下旬病は危急状態になり 二九
日四二歳で没する。一一七七年（治承元）重盛の病は思わし なく官位を次々に辞任、辞退していった。一一七七年か 没するま の間に重盛の生命は終わりに近づい た。
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『平家物語』は重盛の死を「先内府が身罷候ぬる事、當家の運命を計にも、入道隨分悲涙を押てこそ罷過候へ」 （巻三「法印問答」 ） 、 「人の親の子を思ふ習は、愚かなるが先立つだにも悲しきぞかし。況んや是は当家 棟梁 統制の賢人にておはしければ、恩愛の別、家の衰微、悲みとも猶余あり。されば世には良臣を失へる事を嘆き、家には武力の廃れぬることを悲しむ。凡はこの大臣、文章麗しうして心に忠を存じ、才芸勝れて、詞に徳を兼ね給へり」 （巻三「医師問答」 ）と語る。重盛は 伝統的な貴族思想 もった人物であり、その意識は後白河法皇より増していたものであった。重盛の死は、清盛にとっても大事であった。重盛の死に対しての後





へ。其の時貞能も最後の御供仕るべう候ひけるものを、甲斐なき命を生きて、今はかゝる憂き目に逢ひ候。死期の時は必ず一仏土へ迎へさせ給へ」 〔 『平家物語』巻七「一門都落」 〕と重盛に語 言葉に、生前の重盛の人間性を見出すことがで る。
㈢ 　平重盛の死生平重盛は死への準備を整え「臨終正念に往して」往生した。重盛病







思想の唯識、地獄の思想の天台の三つに分けられる。神道は多神的な自然崇拝、密教は多を統一する宇宙神の崇拝である。心の思想の唯識の識は、八つ 識を持っている。眼識、耳識、鼻識、舌識、身識、意識、末那識 阿頼耶 である。この識の思想が日本文化に深く関わっていくのである。天台は地獄の思想といわれ、中国の思想家天台智顗の教説として流布された。そして源信による『往生要集』が書かれた。この『往生要集』は六道の世界である。六道輪廻は、天道・人道・修羅道・畜生道・餓鬼道・地獄道の六つ いう。天道・人道・修羅道を三善導、畜生道・餓鬼道・地獄 は三悪道と 地獄に 等活地獄、黒縄地獄、衆合地獄、叫喚 大叫喚 、焦熱 、大焦熱地獄、阿鼻地獄がある。 『平家物語』においても六道 中でも地獄が書かれた物語といえる。 平家物語 の灌頂巻「 之沙汰」 、六道物語、地獄物語、 『平家物語』の中でも六道の中心になるの 明らかに獄であった。
人々にとって現世は穢土であり死後が欣求の場所であった。王朝的
な死の理想像は、安らかな死を迎えることだった。浄土による幸福と現世での念仏、阿弥陀の来迎によって かれ 世界、これこそが往生だった。清盛の迎えた死は、平氏の興福寺 東大寺、三井寺を焼き 比叡山の放置、すでに神仏はこの世には存在しない地獄の死であった。清盛の生きたまま味わう地獄 子孫まで続く地獄であった。
現世に犯した罪の清算は現世でも来世でもできない。現世で仏の教
えに触れ、仏を信じ、経を読み、修行をすること 死の苦しみから逃れられると信じた時代 来世 は の世界に生まれるこ だけを願
う。それを怠るものは、様々な罪業を拭えず来世ではもっと苦しい地獄・餓鬼・畜生・修羅 世界に堕ちる。人々にとって生への証は、生を断ち切られるその瞬間まで死への準備をすることだ た。二．中世人の熊野信仰「紀伊国牟婁郡に神がおられる。この神を熊野両所、および証誠一所という。両所は御母と御娘の間柄で、結早玉と申してい 他の一所は両所のそへる社であるが、熊野山の本神である。熊野の新宮と本宮において、しもに法華八講 法令が行われる。 」 〔 『三宝絵詞』源為憲撰上 　九八四年（永観 ） 〕 。日本中世最大 巡礼地として 三山が知られるようになったのは、平安末から鎌倉初期の頃である。平安時代後期は、山中と海上に本地とする仏・菩薩の浄土を想定した信仰である。証誠殿は、阿弥陀如来を信仰し死後の救済が主であった。古代末期から中世までの熊野信仰を支えたのは、阿弥陀信仰であり、観音と薬師の信仰である。この時代の熊野詣の目的は、現世・来 現当二世の安楽を熊野の神に願えばあらゆる願いを叶えてくれ った。平安中期には熊野で修行する聖や持経者が二 三百を超えた。熊野八講は「施僧の庭」として五種の条件を備え 場所である。こ 地で僧に施す檀越に格別の福があるといわれている。 「五施」とは「遠く来れる人、遠く去る人、飢え疲れた 者 病せる者、法 知れる人」を指している。この地で檀越 福が得られる で る。白河上皇の熊野御幸以前から修行者以外の下層民衆の間で熊野信仰
をもつ者がすでに現れていた。 『百錬抄』や『水左記』の記述 よれば
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彼岸にいたるものか」 〔 『中右記』一一〇九年（天仁二）一〇月二六日条〕 。難行苦行の功をつむことは、現世からすぐに悟りの世界に入る手段であった。そして、熊野参詣は「苦行滅罪の旅」だったとも言える。
Ⅴ 　おわりに
『平家物語』の冒頭に「いにしえより今にいたるまで、王者の人臣を賞ずるのは、和漢両朝をとぶらふに、文武二道 先とせり。文をもつては万機のまつりごとをおぎのひ、武をもつては四夷のみだれをしづむ」 、また『平家物語』巻一「二代后」では「昔より今に至るまで、源平両氏、朝家に召つかわれて、王化に従はず、おのづから朝憲をかろんずる者には、互 いましめを加へしかば、世の乱れもなかりしに」と記述されている「文」と「武」のバランスが保元の乱、平治の乱で崩れて平家の独裁社会となった。国家にとって武とは何 あっのか、 「古昔の如く源 平氏相並び召し任ふべきなり」 〔 『玉葉』 （ 承五）八月一日条〕と 頼朝の発言で源平ともに生きた中世の社会構図が認識できる。 「武」の社会 生きた中世 人々が無常観を受け入れることにより、源平合戦に『平家物語』を生み出した。平家の敗因を見極めようとすると、まず非難に値する人物が『平家
物語』一段目 登場し、清盛がそこに加わる。すでに平家一門はここで「旧主先皇の政にもしたがわず、たのしみをきわめ 諫めわ おもひいれず、天下のみだれんことをさとらずして、民間の愁ふる所を
らざりしかば」と滅びが約束される。そして、 「人のしたがいつくこと吹風の草木をなびかすごとし。世のあまねく仰げる事ふる雨の国土をうるほすに同じ。 」 、 「此の禅門、世ざかりの程は、聊かいるがにせにも申す者なし。 」と平家の全盛時代 語られる。平氏 栄花はその勢いをもって展開され、 「殿上の交わりをだにきられし人の子孫に ……大臣大将になつて、兄弟左右に相並ぶ事、末代とはいひながら不思議なりし事ど なり」 （ 『平家物語』巻一「禿髪」 ）と結ばれる。
また、平家は遷都において強力な政治力を持たなかったことが、結
果として、環都におい 平家の政治力の弱さとなった。平家は「大将軍」の家柄であり、それは清盛から重盛へと移行する中で維盛へ継承は断たれその地位は頼朝へ移った。その維盛は熊野の浦に身を投げ、その子六代 死をもって平家は断絶する 作者はこの物語 法王と仏法で構成した。『平家物語』の滅びは運命であり、運命観なしでは無常観は語れない物語である。この時代の仏教が民間普及 よって社会的に一般化 末法思想の時代となった。滅びは運命 中にあり、その定めによって滅びる、といった観念は 『方丈記』の冒頭、 『徒然草』第七段・第十九段・第七十四段・第百五十五段で示すように、流れによ 思想を表すものと考えられた。民衆もまた、この流れに即し滅び 行くのである。哀、無情、宿運、時運は、自然の変質において人間の本質と自我の
悟りへ導くものである。 『平家物語』は死 描写が多く、しかも、普通の死ではない死である。殺される死か自害の死 もしくは死に追いや
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られる死、異常な死を科せられた死である。生きていることが稀有なほどに、限られた生であり、辛い生の上に 命であった。 『愚管抄』に「只今死ナンズト云者ノ相コソヲボツカナケレ」と記され この時代、生きることが死をもって断ち切られる瞬間に『平家物語』の人々は生きていた。 『平家物語』の人々にとって死は偶然ではなく常にそこにあったのだ。迅速な無常は、往生において来迎信仰となり魂の救いを求めた武士たちの安 ぎとなる。 を求めること 、これもまた、死 ることでもあった。清盛の死も重盛の死も、こ 哀、無情、宿運、時運の中に握られ、 のように死すか、ど ように受け入れるかの死であった。【註】（註一） 「中世寺社勢力論」 　黒田俊雄（註二） 「武者の に」 　入間宣夫（註三）現在の高知県（註四） 「貴族政権の政治構造 『岩波講座 　日本歴史四』橋本義彦（註五） 「公卿議定制から見る院政の成立」 『史林』六九一（註六） 『平氏政権の形成過程』 　田中文英（註七） 『院政と治承・寿永 乱』田中稔（註八） 『人物日本の歴史四─武士の挑戦』壇一雄（註九）現在の神戸（註一〇） 『中世の生活空間─京中民間の熊野信仰 戸田芳美
【参考書籍】・ 『平家物語』 　高木市之助・小澤正夫・渥美かをる・金田一春彦校注
上・下（日本古典文学体系三三）一九六八年
・ 『新猿楽記』 　藤原明衡 　平安後期・ 『玉葉』九条兼実日記〔一一六四─一二〇〇年（治承五年閏二月五日
の条） 〕
・ 『愚管抄』慈円〔一二〇三年（治承五）閏年二月五日〕・ 『百錬抄』編者未詳 三五九─一二七四年（治承五）閏年二月四日〕・ 「東南院文書」 （応保二年五月一 宣旨）・ 『中右記』 〔一一〇四年（長治元） 〇月 日、一〇月 六日〕・ 『台記』藤原頼長日記〔一一四五 （天養二）六月二八日条〕・ 『台記』藤原頼長日記〔 一三九年（保延五）四 一三日・一八日〕・ 『山槐記』中山忠親日記 一一五 （仁平元）─一一九四年（建久
五） 〕
・ 『本朝世紀』藤原通憲歴史〔一一五〇─ 五九年 久安五 五
日条〕
・ 『保元物語』作者 設立年未詳・ 『兵範記』 〔著者不明（ 「五月の海賊追討宣旨」 六七年（仁安二）
五月一〇日〕
・ 『源平盛衰記』・ 『平安遺文』三八八〇「東大寺文書」八一号・ 『吾妻鏡』著者未詳（治承四年一〇月一九日）・ 『法住寺殿御移徒部類』
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・ 『養和元年記』・ 『方丈記』鴨長明 　随筆〔一二一二年（建暦二） 〕・ 『兵範記』紙背文書 　一二四〇年・ 『僧深賢書状 一二五九年・ 『徒然草』吉田兼好 　随筆成立年未詳【参考文献】・ 『平家物語』全一二巻 　全訳注 杉本圭三郎 　講談社文庫 　一九七九
─一九九一年
・ 『平家物語』 「平清盛─平家物語における」 （ 『日本文学』昭和三二年
七月号） 　永積安明著 　有精堂
・ 『死後の世界がわかる本』 （ 「別冊歴史読本 　特別増刊」人物往来社）
 
一九九四年





















・ 『 「世間体」の構造』井上忠司 　講談社学術文庫 　二〇〇七年・ 『名誉と恥辱─日本の封建社会意識』桜井庄太郎 　法政大学出版
 
一九七一年
・ 『日本人の死生観』相良亨 　ぺりかん社 　一九八四年・ 『中世の武士団』豊田武著作集第六巻 　豊田武 　吉川弘文館
 
一九八二年











K 　平家物語がわかる」 　大森明編 　朝日新聞社
 
一九九七年 　五味文彦 　高橋昌明 　村井章介 　上杉和彦 　服部幸造池田敬子





・ 『平安貴族社会の研究』 　橋本義彦 　吉川弘文館 　一九七六年・ 「貴族政権の政治構造」 岩波講座 　日本歴史四』橋本義彦 岩波書
店 　一九七六年のち『平安貴族』平凡社 　一九八六年
─ 26 ─
村 　上 　詠 　子
・ 『日本中世史入門』中野栄夫 　雄山閣出版 　一九八九年・ 『源平の争乱』戦乱の日本史
3
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・ 『源平の盛衰』上横手雅敬 　講談社文庫 　一九九七年・ 『いくさ物語の世界─中世軍記文学を読む』日下力
 
岩波新書一一三八 　二〇〇八年
・ 『平家の群像』安田元久 　塙新書 　一九八八年・ 『平家物語 死生学』上・下巻 　佐伯雅子 　新典社新書一六
 
二〇〇八年






・ 『熊野古道』小山靖憲 　岩波新書六六五 　二〇〇〇年・ 『死ぬ瞬間』Ｅ・キューブラー・ロス 　読売新聞社 　一九八三年・ 『新死ぬ瞬間』Ｅ・キューブラー・ロス 　読売新聞社 　一九八五年
